
一
、
は

じ

め

に

一
九
八
〇
年
夏
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
発
生
し
た
政
治
危
機
は
、
一
九
八
九
年
の
東
欧
に
お
け
る
体
制
転
換
の
序
幕
と
も
い
え
る
出
来

事
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
一
二
月
一
三
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
は
国
内
に
戒
厳
令
を
布
告
し
て
独
立
自
主
労
組｢

連
帯｣

を
非
合
法
化
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
的
に
は
社
会
主
義
体
制
の
再
建
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
末

に
、
統
一
労
働
者
党
に
よ
る
政
権
そ
の
も
の
が
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
戒
厳
令
が
敷
か
れ
た
一
九
八
一
年
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
に
と
っ
て
、
一
九
五
六
年
の
ソ
連
の
軍

事
介
入
と
そ
れ
に
続
く
第
一
書
記
カ
ー
ダ
ー
ル

(�
����

���
��)

の
権
力
掌
握
か
ら
四
半
世
紀
に
あ
た
る
年
で
あ
っ
た
。
厳
し
い

経
済
状
況
と
政
治
危
機
に
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
同
様
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
累
積
債
務
の
問
題
が
深
刻
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化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
に
と
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
危
機
は
決
し
て
対
岸
の
火
事
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
実
際
に
、
当
時
、
カ
ー
ダ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
労
働
者
党
の
指
導
者
た
ち
は
統
一
労
働
者
党
に
危
機
を
打
開
す
る

た
め
の
独
自
の
は
た
ら
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
一
二
月
一
三
日
の
戒
厳
令
に
至
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
対
応
に
関
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
家

テ
ィ
シ
ュ
レ
ル

(
T

isch
le

r
���

��)

は
体
制
転
換
の
後
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
た
社
会
主
義
労
働
者
党
の
公
文
書
を
駆
使
し

て
分
析
し
た

(

�)

。
テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
が
危
機
発
生
当
初
か
ら
、
一
貫
し
て
ソ
連
の
軍
事

介
入
後
に
反
体
制
派
を
抑
え
込
ん
で
秩
序
の
回
復
と

｢

体
制
の
強
化

(�
��

����	
��	�)｣

に
努
め
た
自
国
の
一
九
五
六
年
の
経
験

に
も
と
づ
い
て
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
自
力
で
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戒

厳
令
が
布
告
さ
れ
た
後
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
、
両
国
の
党
お
よ
び
政
府
間
で
の
関

係
が
強
化
さ
れ
た
と
テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
は
述
べ
た
。

他
方
、
冷
戦
終
結
後
に
公
開
さ
れ
た
旧
ソ
連
共
産
党
の
公
文
書
お
よ
び
当
時
の
ソ
連
軍
幹
部
に
よ
る
記
録
、
証
言
か
ら
、
戒
厳
令

の
布
告
に
至
る
ま
で
の
ソ
連
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
で
の
や
り
取
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た

(

�)

。
マ
ス
ト
ニ

(
V

o
jte

ch
M

astn
y)

が
論
じ
た

よ
う
に
、
ソ
連
共
産
党
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
秩
序
回
復
の
た
め
に
自
国
の
軍
を
送
っ
て
介
入
す
る
意
図
は
な
か
っ
た

(

�)

。
さ
ら
に
、
統

一
労
働
者
党
第
一
書
記
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ

(
W

o
jcie

ch
Jaru

ze
lsk

i)
が
戒
厳
令
布
告
の
直
前
ま
で
再
三
に
わ
た
り
ソ
連
に
軍
事
援
助

を
要
請
し
て
い
た
こ
と
を
、
冷
戦
史
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
ク
ラ
マ
ー

(
M

ark
K

ram
e

r)

は
指
摘
し
た

(

�)

。

本
稿
の
目
的
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
へ
の
対
応
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
く
に
、
近
年
公
開
さ
れ
た
社
会
主

義
労
働
者
党
政
治
局
お
よ
び
中
央
委
員
会
の
議
事
録
を
も
と
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
い
か
な
る
意
図
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
自
力
で
の
体
制
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強
化
を
促
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
分
析
に
際
し
て
、
テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
に
よ
る
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
冷
戦

の
終
結
後
に
明
ら
か
と
な
っ
た
戒
厳
令
に
至
る
ま
で
の
事
実
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
八
一
年
一
二
月
一
三
日
の
戒
厳
令
布
告
以
前
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
に
生
じ
て
い
た
現
状
に
対
す
る
認
識
の
相
違
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
へ
の
対
応

か
ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
、
一
九
五
六
年
以
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
の
特
質
を
論
じ
る
。

な
お
、
本
稿
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
氏
名
は
、
現
地
で
の
表
示
に
合
わ
せ
姓
・
名
の
順
序
で
記
し
た
。

二
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク

(

一
九
八
〇
年
七
月
〜
一
九
八
〇
年
一
二
月)

一
九
八
〇
年
七
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
各
地
で
食
肉
価
格
の
引
き
上
げ
に
抗
議
す
る
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
た
。
ま
も
な
く

労
働
者
た
ち
の
抗
議
行
動
は
、
グ
ダ
ン
ス
ク
の
電
気
工
ワ
レ
サ

(
L

e
ch

�
����

��)

を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
。
一
九
七
六
年
に
発

生
し
た
暴
動
以
来
、
多
く
の
知
識
人
が
労
働
者
た
ち
の
行
動
を
支
援
し
て
い
た
。
八
月
三
一
日
、
グ
ダ
ン
ス
ク
で
政
労
協
定
が
調
印

さ
れ
、
東
欧
に
お
い
て
初
め
て
の
独
立
自
治
労
組

｢
連
帯｣

が
発
足
し
た
。
九
月
六
日
に
は
、
統
一
労
働
者
党
第
一
書
記
ギ
エ
レ
ク

(
E

d
w

ard
G

ie
re

k)

が
退
陣
し
た
。
そ
し
て
、
後
任
に
は
カ
ニ
ア

(�
	�


�����
K

an
ia)

が
選
出
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
代
半
ば
の
東
西
間
の
緊
張
緩
和
を
背
景
に
、
ギ
エ
レ
ク
政
権
は
西
側
諸
国
か
ら
の
資
本
調
達
を
行
っ
た
。
一
九
五
六

年
六
月
の
ポ
ズ
ナ
ン
暴
動
以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
繰
り
返
し
統
一
労
働
者
党
へ
の
抗
議
行
動
が
発
生
し
て
い
た
。
ギ
エ
レ
ク
は

西
側
か
ら
の
資
金
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
国
民
生
活
の
向
上
と
国
内
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
西
側
か
ら
の
多
額
の

資
金
流
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
度
の
消
費
と
無
計
画
な
投
資
の
結
果
、
工
業
の
生
産
性
の
向
上
を
促
す
た
め
の
経
済
改
革
は
遂
行

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
対
外
債
務
は
二
一
〇
億
ド
ル
に
も
達
し
た
。
そ
し
て
、
経
済
危
機
の
中
で
緊
縮
政
策
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へ
の
転
換
が
は
か
ら
れ
る
と
、
労
働
者
の
不
満
が
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
ギ
エ
レ
ク
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
ス
ト
ラ
イ
キ
と

｢

連
帯｣

の
発
足
に
対
し
て
、
当
初
か
ら
ソ
連
や
他
の
東
欧

諸
国
は
警
戒
感
を
示
し
て
い
た
。
ソ
連
や
東
欧
諸
国
に
と
っ
て
、｢

連
帯｣

を
放
置
す
る
こ
と
が
統
一
労
働
者
党
の
指
導
的
役
割
の

否
定
と
共
産
主
義
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
懸
念
さ
れ
た
。

社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
に
は
、
経
済
不
振
に
端
を
発
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
危
機
は
よ
り
深
刻
に
受
け
と
め
ら
れ
た
。
確

か
に
、
一
九
八
〇
年
当
時
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
際
収
支
の
悪
化
と
累
積
債
務
も
厳
し
い
状
況
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
実
際
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
民
一
人
当
た
り

の
西
側
諸
国
か
ら
の
債
務
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
。

一
九
五
六
年
一
一
月
の
政
権
の
掌
握
以
来
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
で
、
国
内
を
安
定
さ
せ
て

き
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
漸
進
的
な
経
済
改
革
と
と
も
に
西
側
諸
国
と
の
経
済
関
係
の

強
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
同
様
、
一
九
七
〇
年
代
デ
タ
ン
ト
の
時
期
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
積
極
的
に
西

側
か
ら
の
資
金
導
入
を
進
め
た
。
債
務
問
題
に
直
面
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
一
九
八
二
年
に
ソ
連
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
際
通

貨
基
金

(

Ｉ
Ｍ
Ｆ)

、
世
界
銀
行
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
に
と
っ
て
、
生
活
水
準
の
向
上
を
約
束
す
る
こ
と
で

国
民
の
支
持
を
得
る
従
来
の
国
内
政
治
路
線
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
初
頭
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
は
、
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
経
済
状
況
を
前
に
、
さ
ら
な
る
改
革
の
遂
行
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
改
革
を
行
う
国
際
環
境
と
し
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
安
定
、
東
西
対
立
の
緩
和
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
が
ソ
連
の
軍
事
介
入
な
し
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
の
収
束
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
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な
い
。

政
労
協
定
に
よ
る

｢

連
帯｣

発
足
直
後
の
九
月
二
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
が
議
題
に

上
っ
た
。
協
議
で
は
、
党
中
央
委
員
会
書
記
ネ
ー
メ
ト

(�
�
�
���

�
�	
��)

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
鉱
山
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、

独
立
労
組
の
成
立
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ネ
ー
メ
ト
の
報
告
の
後
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

に
つ
い
て
ソ
連
共
産
党
書
記
長
ブ
レ
ジ
ネ
フ

(
L

e
o

n
id

I.
B

re
zh

n
e

v)

と
電
話
で
会
談
し
た
こ
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
経
済
援

助
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
が
最
初
に
議
題
と
な
っ
た
九
月
二
日
の
時
点
か
ら
、
社
会
主
義
労
働
者
党

政
治
局
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
に
つ
い
て
外
部
か
ら
の
介
入
で
な
く
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
の
自
力
に
よ
る
問
題
解
決
を
求
め
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
今
後
の
危
機
打
開
に
関
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
が
国
防
相
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
を
評

価
し
て
い
た
こ
と
が
、
九
月
二
日
の
政
治
局
の
協
議
内
容
か
ら
う
か
が
え
る

(

�)

。

他
方
、
カ
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
統
一
労
働
者
党
指
導
部
も
危
機
の
対
応
に
際
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
動
き
に
注
目
し
て
い
た
。
九

月
一
二
日
に
党
中
央
委
員
会
書
記
ヴ
ォ
イ
タ
シ
ェ
ク

(
E

m
il

W
o

jtasze
k)

が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
派
遣
さ
れ
、
カ
ー
ダ
ー
ル
、
ネ
ー
メ

ト
と
会
談
し
た
。
会
談
の
中
で
、
ヴ
ォ
イ
タ
シ
ェ
ク
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
、
統
一
労
働
者
党
の
犯
し
た
過

ち
を
認
め
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
は
両
国
の
党
、
人
民
の
連
帯
の
意
思
を
示
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
状
を
一
九
五
六
年
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ヴ
ォ
イ
タ
シ
ェ
ク
に
独
立
労
組
の
存
在
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
述
べ
た

(

�)

。

社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
に
は
、
一
九
五
六
年
一
一
月
四
日
の
ソ
連
の
本
格
的
な
軍
事
介
入
の
後
も
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る

抵
抗
を
続
け
た
労
働
者
評
議
会
を
弾
圧
し
、
非
合
法
化
し
た
経
緯
が
あ
っ
た

(
�)

。

テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
の
発
生
当
初
か
ら
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共
産
主
義
者
と
の
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連
帯
を
表
明
す
る
一
方
で
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
の
自
力
で
の
問
題
解
決
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
、
カ
ー
ダ
ー
ル
が
繰
り
返
し
述

べ
た
一
九
五
六
年
の

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

と
は
、
一
九
五
六
年
一
一
月
四
日
の
ソ
連
軍
の
大
規
模
な
介
入
の
後
、
武
力
で
反
体

制
派
を
弾
圧
し
て
秩
序
回
復
を
進
め
た

｢

体
制
の
強
化｣

を
意
味
し
て
い
た

(

�)

。

さ
ら
に
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ヴ
ォ
イ
タ
シ
ェ
ク
に
一
九
五
六
年
一
一
月
か
ら
一
九
五
七
年
六
月
の
社
会
主
義
労
働
者
党
暫
定
執
行
部

時
代
に
な
さ
れ
た
党
内
の
議
論
に
つ
い
て
語
り
、
党
の
統
一
の
必
要
性
を
強
調
し
た

(

�)

。
一
〇
月
一
六
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央

委
員
会
の
協
議
で
も
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
一
二
月
の
協
議
で
示
さ
れ
た
党
中
央

委
員
会
の
立
場
に
言
及
し
た

(
�)
。
一
二
月
二
日
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
主
義
労
働
者
党
暫
定
執
行
委
員
会

(

中
央
委
員
会)

に
お

い
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
当
時
の
首
相
ナ
ジ

(
N

ag
y

Im
re)

に
同
情
的
で
ソ
連
の
軍
事
介
入
後
も
急
進
的
な
改
革

を
志
向
し
て
い
た
党
中
央
委
員
を
抑
え
込
み
、
彼
自
身
の
党
内
基
盤
を
強
化
し
、
党
の
基
本
方
針
を
固
め
た
の
で
あ
る

(

�)

。

カ
ー
ダ
ー
ル
は
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
自
力
で
の
問
題
解
決
を
説
く
一
方
で
、
苦
境
に
陥
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
へ
の
支
援
の

重
要
性
を
強
調
し
て
い
た

(

�)

。

統
一
労
働
者
党
指
導
部
は
一
九
八
〇
年
一
一
月
に
も
、
党
中
央
委
員
会
書
記
グ
ラ
ブ
ス
キ(

T
ad

e
u

sz
G

rab
sk

i)

を
ハ
ン
ガ
リ
ー

へ
派
遣
し
た
。
グ
ラ
ブ
ス
キ
は
、
党
内
の
不
一
致
が
問
題
の
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
情
勢
が
さ
ら
に
深
刻
化

す
れ
ば
、
党
指
導
部
は
非
常
事
態
を
宣
言
し
て
労
働
者
の
ス
ト
権
の
停
止
、
軍
の
投
入
に
踏
み
切
る
と
グ
ラ
ブ
ス
キ
が
発
言
し
た
こ

と
が
、
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
協
議
に
お
け
る
政
治
局
員
ジ
ェ
ネ
シ
ュ

(
G

y
e

n
e

s
�
�
�
���)

の
報
告
か
ら
確
認
で
き

る

(

�)

。
統
一
労
働
者
党
指
導
部
は
グ
ラ
ブ
ス
キ
を
通
し
て
、
自
力
で
の
問
題
の
解
決
方
法
つ
ま
り
武
力
に
よ
る
秩
序
回
復
に
つ
い
て
初

め
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
に
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
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詳
し
く
は
次
章
で
述
べ
る
が
、
当
時
の
統
一
労
働
者
党
内
に
お
い
て
、
グ
ラ
ブ
ス
キ
は
カ
ニ
ア
や
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
よ
り
も｢

連
帯｣

に
強
硬
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
訪
問
中
の
発
言
に
も
、
グ
ラ
ブ
ス
キ
個
人
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
危
機
の
発
生
後
、
早
い
段
階
か
ら
統
一
労
働
者
党
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
軍
部
は

｢

連
帯｣

を
武
力
で
抑

え
込
む
計
画
を
立
て
て
い
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
大
佐
で
ア
メ
リ
カ
中
央
情
報
局

(

Ｃ
Ｉ
Ａ)

の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
ク
ク
リ
ン
ス
キ

(
R

y
szard

�
�
�
�
����
��
�)

か
ら
ア
メ
リ
カ
に
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
戒
厳
令
の
準
備
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ

た
。
首
相
に
任
命
さ
れ
た
ピ
ン
コ
フ
ス
キ

(
	
��

�
���
�
��
��
�)

に
よ
り
、
八
月
二
四
日
に
党
の
権
力
回
復
に
力
を
行
使
す
る
手
段

の
考
案
の
た
め
に

｢

党
‐
国
家
指
導
部
ス
タ
ッ
フ｣

が
創
設
さ
れ
た
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
国
防
相
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
、
内
相
ミ
レ
フ

ス
キ

(
M

iro
slaw

M
ile

w
sk

i)

、
副
首
相
ヤ
ギ
エ
ル
ス
キ

(�
���������

Jag
ie

lsk
i)

で
あ
っ
た
。
戒
厳
令
の
計
画
立
案
は
主
と
し

て
参
謀
総
長
シ
ヴ
ィ
ツ
キ

(
F

lo
rian

S
iw

ick
i)

に
率
い
ら
れ
た
五
名
の
参
謀
本
部
の
将
校
グ
ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
将
校

グ
ル
ー
プ
に
は
、
ク
ク
リ
ン
ス
キ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
二
二
日
に
実
際
の
立
案
が
始
ま
っ
た
と
ク
ク
リ
ン
ス
キ
は

述
べ
て
い
る

(

�)

。

一
一
月
一
二
日
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
で
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
書
記
長
フ
サ
ー
ク

(�
�
� !"

#
�
�!�)

と
会
談
し
た
。
フ
サ
ー
ク
に
も
、
一
九
六
八
年
八
月
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
軍
事
介
入
後
に
国
内
の

｢

正
常
化｣

を
遂
行
し
た

経
験
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
後
、
ナ
ジ
を
死
に
追
い
や
る
こ
と
で
ソ
連
の
内
政
干
渉
を
抑
え
た

後
に
国
内
政
治
の
自
律
性
を
確
保
し
た
カ
ー
ダ
ー
ル
と
比
較
す
れ
ば
、
一
九
六
八
年
の
軍
事
介
入
後
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産

党
内
の
改
革
派
か
ら
離
れ
て
ソ
連
に
接
近
し
た
フ
サ
ー
ク
に
指
導
者
と
し
て
の
信
念
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
フ
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サ
ー
ク
と
の
会
談
の
中
で
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
の
要
因
と
し
て
経
済
政
策
の
失
敗
、
党
指
導
部
の
過
ち
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
ギ
エ
レ
ク
退
陣
の
三
日
前
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
と
の
会
談
内
容
に
ふ
れ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
党
指
導
部
が
明
確
な
方
針
を
も
っ

て
解
決
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
カ
ー
ダ
ー
ル
は
述
べ
た
。
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
で
の
発
言
か
ら
、
カ
ー
ダ
ー
ル
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

を
深
刻
に
捉
え
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
強
硬
な
手
段
で
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
だ
が
、
同
時

に
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
内
政
干
渉
に
は
否
定
的
だ
っ
た

(

�)

。

次
に
、｢

連
帯｣

発
足
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
対
す
る
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
反
応
を
検
証
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
反
政
府
運

動
が
活
発
と
な
る
一
九
八
〇
年
八
月
に
は
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
内
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
を
討
議
す
る
小
委
員
会
が
発
足
し
た

(

�)

。
九

月
三
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
報
告
で
は
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
と
の
協
議
の
た
め
議
題
と
し
て

｢

反
社
会
主
義
勢
力
の
活
動

に
よ
っ
て
生
じ
た
危
険
に
関
し
て
、
社
会
主
義
の
法
と
秩
序
を
強
化
す
る
た
め
、
国
家
機
関
に
よ
る
必
要
な
手
段

(

�)｣

に
言
及
さ
れ
て

い
た
。

一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
カ
ニ
ア
、
ピ
ン
コ
フ
ス
キ
が
ソ
連
を
訪
問
し
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
と
協
議
し
た
。
カ
ニ
ア
、
ピ
ン
コ
フ

ス
キ
の
訪
ソ
直
前
の
一
〇
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
政
治
局
の
協
議
で
は
、
ソ
連
が
六
〇
万
人
の
犠
牲
を
払
っ
て
解
放
し
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
の
反
革
命
を
許
さ
な
い
と
外
相
グ
ロ
ム
イ
コ

(
A

n
d

re
i

A
.

G
ro

m
y

k
o)

は
述
べ
た
。
他
方
、
カ
ニ
ア
が
一
九
五
六
年
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
一
九
六
八
年
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
異
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
援
助

(

軍
事
介
入)

に

反
対
し
て
い
る
こ
と
を
政
治
局
員
ル
サ
コ
フ

(
K

o
n

stan
tin

V
.

R
u

sak
o

v)

は
指
摘
し
た

(

�)

。

一
〇
月
三
一
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
協
議
で
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
経
済
支
援
の
必
要
性
に
言
及
し
な
が
ら
も
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
の
西
側
依
存
に
対
し
て
警
戒
感
を
示
し
た
。
ま
た
、
カ
ニ
ア
、
ピ
ン
コ
フ
ス
キ
と
の
会
談
の
結
果
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
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は
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
は

｢

連
帯｣

を
弾
圧
す
る
意
思
が
な
く
、
戒
厳
令
の
布
告
を
引
き
延
ば
し
て
い
る
と
不
信
感
を
あ
ら
わ

に
し
た

(

�)

。
｢

連
帯｣

が
合
法
化
さ
れ
統
一
労
働
者
党
の
権
威
が
凋
落
し
た
後
も
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
自
国
の
軍
を
送

る
意
図
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ソ
連
は
カ
ニ
ア
の
対
応
に
不
満
を
持
ち
な
が
ら
も
、
カ
ニ
ア
に
代
わ
る
新
た
な
党
指
導
部
を
発
足
さ

せ
る
た
め
に

｢
連
帯｣

や
反
体
制
派
の
知
識
人
に
対
し
て
強
硬
な
姿
勢
を
取
る
党
幹
部
を
支
援
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ニ
ア

が
自
ら
の
意
思
と
力
で

｢
連
帯｣

を
抑
え
込
む
よ
う
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
ソ
連
は
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
共
産
党
政
治
局
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
軍
事
介
入
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
武
力
行
使
に
際
し

て
の
リ
ス
ク
、
累
積
債
務
に
よ
っ
て
生
じ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
の
西
側
依
存
の
大
き
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
七
九
年
に
ソ
連
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
侵
攻
し
た
。
当
時
の
ソ
連
に
と
っ
て
、
大
規
模
な
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
直
接
の
軍
事
介
入
に
踏

み
切
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
〇
年
代
デ
タ
ン
ト
の
時
期
の
経
済
開
放
を
通
じ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す

る
東
欧
諸
国
は
世
界
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
ソ
連
に
と
っ
て
も
容
易
に
軍
事
力
を
行
使
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ソ

連
が
軍
事
力
に
よ
っ
て

｢

連
帯｣

を
弾
圧
し
て
も
、
西
側
諸
国
の
反
発
を
招
く
だ
け
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
の
安
定
に
は
何
ら
寄
与
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
一
二
月
五
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
の
冒
頭
で
、
カ
ニ
ア
は
新
し

い
労
組

(｢

連
帯｣)

を
認
め
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
と
釈
明
し
た
。
ま
た
、
カ
ニ
ア
は

｢

ス
ト
ラ
イ
キ
の
解
決
の
た
め
に
政
治
的
手

段
を
用
い
た
こ
と
は
正
し
い
決
定
で
あ
っ
た
。
他
の
解
決
方
法
や
決
定
を
下
せ
ば
、
事
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
流
血
の
衝
突
に
至
っ

た
り
、
そ
の
結
果
、
全
社
会
主
義
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
し
て
い
た｣

と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
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党
指
導
部
は
国
際
的
責
任
を
認
識
し
て
お
り
、
自
力
で
問
題
を
解
決
す
る
計
画
を
用
意
し
て
い
る
と
カ
ニ
ア
は
述
べ
た

(

�)

。

こ
こ
で
、
カ
ー
ダ
ー
ル
と
他
の
東
欧
諸
国
の
首
脳
と
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
対
す
る
立
場
を
比
較
し
て
み
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
産

党
書
記
長
ジ
フ
コ
フ

(
T

o
d

o
r

Z
h

iv
k

o
v)

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
党
指
導
部
の
失
政
と
同
時
に
内
外
で
反
社
会
主
義
勢
力
の
活
発
化
し

た
状
況
を
打
開
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
な
い
と
述
べ
た

(

�)

。
ジ
フ
コ
フ
は
よ
り
強
硬
な
手
段
で
問
題
を
解
決
す
べ
き
と
の
立
場
を
取
っ

た
。カ

ー
ダ
ー
ル
は

｢
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
同
志
自
身
が
問
題
を
解
決
す
る｣

｢

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
同
志
は
自

身
が
考
え
る
よ
り
も
強
固
で
あ
る｣

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
談
の
目
的
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
者
支
援
の
意
見
調
整
で

あ
る
と
カ
ー
ダ
ー
ル
は
主
張
し
た

(
�)
。
ま
た
、
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
首
脳
会
談
後
の
一
二
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
主
義
労
働
者
党

政
治
局
の
協
議
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
自
身
に
よ
る
問
題
の
解
決
が
出
席
し
た
党
の
共
通
の
願
い
で
あ
っ
た
と
カ
ー
ダ
ー
ル
は
述
べ
た

(

�)

。

東
ド
イ
ツ
の
国
家
評
議
会
議
長
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー

(
E

rich
H

o
n

e
ck

e
r)

は
、
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
事
態
の
自
国
へ
の
波
及
を
恐
れ

て
お
り
、
首
脳
会
談
の
緊
急
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
は
ス
ト
委
員
会
に
屈
し
て
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
統
一
労
働

者
党
指
導
部
の
過
ち
を
指
摘
し
、
反
革
命
勢
力
か
ら
の
労
働
者
と
農
民
の
政
権
の
防
衛
に
は
治
安
組
織
を
用
い
る
以
外
に
な
い
と
主

張
し
た

(

�)

。

他
方
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
統
領
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク

(
N

ico
lae

�
���

�����)

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
問
題
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ
っ

た
。
会
議
の
席
で
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
は｢

統
一
労
働
者
党
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
労
働
者
階
級
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
だ

(

�)｣

と
述
べ
た
。
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
は
外
部
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
介
入
に
反
対
す
る
姿
勢
を
取
っ
た
。

フ
サ
ー
ク
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
軍
事
介
入
に
至
っ
た
一
九
六
八
年
の
自
国
の
経
験
を
語
っ
た
。
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
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党
指
導
部
は
一
九
六
八
年
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
党
指
導
部
よ
り
ま
し
だ
と
述
べ
な
が
ら
も
、
問
題
の
解
決
へ
の
決
断
の

時
は
差
し
迫
っ
て
い
る
と
フ
サ
ー
ク
は
カ
ニ
ア
に
厳
し
く
警
告
し
た

(

�)

。

カ
ー
ダ
ー
ル
と
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
に
自
主
外
交
路
線
を
展
開
し
て
き
た
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
党
指
導
部
に
よ

る
自
力
で
の
問
題
解
決
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
状
況
が
自
国
へ
波
及
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
、

フ
サ
ー
ク
は

｢
連
帯｣

に
よ
り
強
硬
な
姿
勢
で
の
ぞ
む
よ
う
主
張
し
た
。
ジ
フ
コ
フ
は
カ
ニ
ア
指
導
部
に
よ
る
自
力
で
の
問
題
解
決

そ
の
も
の
に
懐
疑
的
で
あ
り
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
、
フ
サ
ー
ク
以
上
に
強
硬
な
立
場
に
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
と
フ
サ
ー

ク
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
力
で
の
問
題
解
決
を
否
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
強
い
口
調
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
フ
コ
フ
の
言
葉
か
ら
は
、

ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
、
フ
サ
ー
ク
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
由
化
の
動
き
が
自
国
へ
波
及
す
る
こ
と
へ
の
差
し
迫
っ
た
脅

威
は
感
じ
取
れ
な
い
。
一
九
五
四
年
の
書
記
長
就
任
以
来
、
ジ
フ
コ
フ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

お
い
て
繰
り
返
さ
れ
た
よ
う
な
政
治
危
機
を
経
験
し
な
か
っ
た
。
バ
エ
フ

(
Jo

rd
an

B
ae

v)

が
論
じ
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
危

機
へ
の
対
応
か
ら
、
個
人
独
裁
に
よ
る
支
配
環
境
の
下
で
の
政
治
エ
リ
ー
ト
に
矛
盾
や
危
機
を
克
服
す
る
た
め
の
適
応
性
が
欠
如
し

た
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
体
制
の
重
要
な
特
徴
が
垣
間
見
え
た

(
�)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
、
フ
サ
ー
ク
、
ジ
フ
コ
フ
の
主
張
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
直
接
の
軍
事
介
入
を
想
定
し
て
い
な
い
ソ
連
共
産
党
指
導
部
よ
り
も
強
硬
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。

モ
ス
ク
ワ
で
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
カ
ニ
ア
の
現
状
認
識
に
理
解
を
示
し
た
東
欧
諸
国
の
首
脳
は
、
内
政
干
渉
を
否
定
し
自
主

外
交
を
展
開
す
る
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
を
除
く
と
カ
ー
ダ
ー
ル
の
み
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
が
述
べ
た

｢

自
力
で
の
解
決｣

が
意
味

す
る
も
の
と
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
、
フ
サ
ー
ク
、
ジ
フ
コ
フ
が
求
め
た
解
決
方
法
と
の
差
異
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
、

フ
サ
ー
ク
、
ジ
フ
コ
フ
は
軍
事
介
入
の
必
要
性
に
ま
で
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
カ
ニ
ア
に
対
し
て
強
い
不
信
感
を
い
だ
い
て
い
た
。
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カ
ー
ダ
ー
ル
は
カ
ニ
ア
へ
の
信
頼
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
モ
ス
ク
ワ
で

｢

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社

会
主
義
の
成
果
の
基
礎
が
失
わ
れ
る
の
を
容
認
で
き
な
い

(

�)｣

と
厳
し
い
発
言
も
行
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
カ
ー
ダ
ー
ル
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
求
め
た
解
決
方
法
に
つ
い
て
、
カ
ニ
ア
も
最
終
的
な
手
段
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
一
二

月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
で
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
必
要
な
場
合
、
つ
ま
り
平
和
的
な
解
決
の
不
可
能
な
場
合
か
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
共
産
主
義
体
制
そ
の
も
の
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
、｢

軍
の
配
備
も
容
認
し
う
る
手
段(

ad
m

in
isztrativ

����
����)

を
用
い
て｣

と
述
べ
て
い
た

(

�)

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
カ
ニ
ア
に
あ
く
ま
で
自
国
の
軍
、
治
安
組
織
の
み
で

｢

連
帯｣

を

抑
え
込
む
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

三
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

(

一
九
八
一
年
一
月
〜
一
九
八
一
年
八
月)

一
九
八
一
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
は
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
、
統
一
労
働
者
党
は
厳
し
い
立
場
に
置

か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、｢

連
帯｣

の
活
動
は
農
民
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
農
村
部
で
は
当
局
へ
の

｢

農
民
連
帯｣

の
公
認
要
求
が

強
ま
っ
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ソ
連
型
社
会
主
義
へ
の
移
行
後
も
農
業
集
団
化
が
不
徹
底
に
終
わ
り
、
東
欧
諸
国
の
中
で
自

作
農
の
比
率
が
例
外
的
に
高
か
っ
た
。

三
月
一
七
日
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
合
同
軍
事
演
習
ソ
ユ
ー
ズ
81
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
始
ま
っ
た
。
ソ
連
や
他
の
東
欧
諸
国
は
、

軍
事
演
習
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
当
局
お
よ
び
国
民
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
。
そ
の
頃
、
一
九
八
一
年
三
月
に
ピ
ン
コ
フ
ス
キ
に
代

わ
っ
て
首
相
に
就
任
し
た
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
指
示
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
内
務
省
内
部
で
は
戒
厳
令
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

三
月
一
九
日
、
カ
ニ
ア
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
と
カ
ニ
ア
の
会
談
に
は
、
ネ
ー
メ
ト
と
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
も
同
席

法と政治 63巻 3号 (2012年 10月)

論

説

576

一
二



し
た
。
会
談
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
つ
い
て
、
一
、
労
働
者
階
級
の
党
の
政
策
へ
の
信
頼
の
低
下
、
二
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
、
反

革
命
勢
力
に
よ
る
危
機
、
党
の
弱
体
化
の
利
用
、
三
、
党
の
力
の
浪
費
と
社
民
化
、
階
級
対
立
へ
の
対
応
能
力
の
な
さ
、
四
、
経
済

状
況
の
深
刻
さ
、
五
、
資
本
主
義
諸
国
へ
の
巨
額
債
務
と
経
済
主
権
の
喪
失
の
五
つ
の
基
本
的
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
た
。
カ
ニ
ア
は

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

か
ら
学
ぶ
こ
と
を
強
調
し
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
は
一
九
五
六
年
一
一
月
か
ら
一
九
五
七
年
六
月
の
党
全
国
会

議
ま
で
の
社
会
主
義
労
働
者
党
暫
定
執
行
委
員
会
の
業
績
を
挙
げ
て
、
あ
ら
た
め
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
直
後
の
体
験
を
述
べ
た
。
会

談
後
の
報
告
で
は
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
よ
る
政
治
的
手
段
、
必
要
な
場
合
に
他
の
手
段
で
の
問
題
解
決
を
支
持
す
る
社
会
主

義
労
働
者
党
の
方
針
が
示
さ
れ
た

(

�)

。

三
月
一
九
日
、
ビ
ド
ゴ
シ
チ
に
お
け
る

｢

農
民
連
帯｣

の
公
認
を
め
ぐ
る
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
警
察
機
動
隊
が

｢

連
帯｣

側
に

対
し
て
実
力
行
使
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。｢

連
帯｣

は
激
し
く
反
発
し
、
三
月
二
七
日
に
警
告
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、｢

連

帯｣

は
ゼ
ネ
ス
ト
を
計
画
し
て
い
た
。
三
月
二
五
日
の
統
一
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
で
は
、
カ
ニ
ア
が
ビ
ド
ゴ
シ
チ
事
件
に
関
す

る
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
と
述
べ
た

(

�)

。

統
一
労
働
者
党
政
治
局
は
強
硬
策
を
取
る
こ
と
な
く
、
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
主
張
に
も
と
づ
い
て

｢

連
帯｣

と
の
対
話
、

妥
協
を
選
択
し
た
。
政
労
交
渉
の
結
果
、
三
月
三
〇
日
に
ワ
レ
サ
の
判
断
で
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
三
月
三
一
日
の｢

連
帯｣

に
よ
る
ゼ
ネ
ス
ト
は
回
避
さ
れ
た

(

�)

。

ビ
ド
ゴ
シ
チ
事
件
の
後
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
は

｢

連
帯｣

と
妥
協
し
た
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
。
と

く
に
、
ビ
ド
ゴ
シ
チ
事
件
へ
の
対
応
に
よ
り
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
評
価
が
下
が
っ
て
い
た
。
四
月
二
日
の

ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
協
議
で
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は

｢

連
帯｣

に
強
硬
措
置
を
取
ろ
う
と
し
な
い
カ
ニ
ア
を
批
判
し
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ

法と政治 63巻 3号 (2012年 10月)

ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機

(

一
九
八
〇
―
一
九
八
一)

577

一
三



は
｢

平
和
の
道
は
血
の
コ
ス
ト
で
あ
る｣

と
述
べ
た
。
グ
ロ
ム
イ
コ
、
国
防
相
ウ
ス
チ
ノ
フ

(
D

m
itrii

F
.

U
stin

o
v)

、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
議

長
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ

(
Y

u
rii

V
.

A
n

d
ro

p
o

v)

は
戒
厳
令
の
布
告
に
踏
み
切
ら
な
い
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
精
神
面
も
含
め
た
指
導
力
に
疑

問
を
呈
し
て
い
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
と
協
議
す
る
た
め
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
と
ウ
ス
チ
ノ
フ
を
ブ
レ
ス
ト
に

派
遣
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
政
治
局
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
提
案
に
同
意
し
た

(

�)

。

四
月
四
日
と
五
日
に
ブ
レ
ス
ト
で
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
、
ウ
ス
チ
ノ
フ
と
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
会
談
で

は
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
、
ウ
ス
チ
ノ
フ
は
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
弱
気
な
姿
勢
を
問
題
視
し
て
お
り
強
硬
な
態
度
で
接
し
た
。
ア

ン
ド
ロ
ポ
フ
は
戒
厳
令
布
告
の
た
め
の
文
書
に
署
名
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
四
月
一
一
日
に
署

名
す
る
と
答
え
た
。
ウ
ス
チ
ノ
フ
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
コ
ソ
ヴ
ォ
に
お
け
る
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
デ
モ
鎮
圧
な
ど
多
く
の
国
で
の

過
去
の
事
例
を
挙
げ
て
、
戒
厳
令
布
告
の
必
要
性
を
説
い
た

(

�)

。
金
成
浩
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ブ
レ
ス
ト
会
談
の
時
点
で
す
で
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
の
戒
厳
令
の
導
入
は
ソ
連
側
の
圧
力
で
確
定
的
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

ビ
ド
ゴ
シ
チ
事
件
後
に
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
が
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
不
信
感
を
強
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
主

義
労
働
者
党
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
認
識
に
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
三
月
二
六
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
協

議
で
は
、
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
が
ビ
ド
ゴ
シ
チ
事
件
と
首
相
就
任
後
の
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
よ
る
九
〇
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
中
止
な
ど｢

連
帯｣

と
の
休
戦
提
案
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
は
外
部
か
ら
の
介
入
で
な
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る
自
力
で
の
問
題
の
解
決
、
統

一
労
働
者
党
と
の
連
帯
な
ど
従
来
の
党
の
方
針
を
確
認
し
た

(

�)

。
党
中
央
委
員
の
間
か
ら
、
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
の
報
告
に
異
論
は
出
な
か
っ

た
。六

月
五
日
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
か
ら
統
一
労
働
者
党
中
央
委
員
会
宛
て
の
書
簡
が
送
付
さ
れ
た
。
ソ
連
共
産
党
が
ポ
ー
ラ
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ン
ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
背
景
に
は
、
七
月
一
四
日
か
ら
一
八
日
に
開
催
さ
れ
る
統
一
労
働
者
党
臨
時
党
大
会
の
行
方
に
影
響

力
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。

臨
時
党
大
会
の
前
に
、
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
ソ
連
や
他
の
東
欧
諸
国
に
加
え
て
、
統
一
労
働
者
党
内
の
強
硬
派
か
ら
も
戒

厳
令
へ
の
圧
力
を
受
け
て
い
た
。
ク
ク
リ
ン
ス
キ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
も
た
ら
さ
れ
た
報
告
で
は
、
党
中
央
委
員
会
書
記
オ
ル
シ
ョ
フ

ス
キ

(
Jan

u
sz

O
lszo

w
sk

i)

、
グ
ラ
ブ
ス
キ
の
他
に
軍
内
部
の
強
硬
派
と
し
て
参
謀
次
長
モ
ル
チ
ク

(
E

u
g
e

n
iu

sz
M

o
lczy

k)

、
第

一
国
防
次
官
ウ
ル
バ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

(
Jo

ze
f

U
rv

an
o

w
icz)

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

(

�)

。

書
簡
の
中
で
、
統
一
労
働
者
党
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
る
反
社
会
主
義
勢
力
へ
の
譲
歩
が
、
国
外
の
帝
国
主
義
者
に
支
援
さ
れ
た
反

革
命
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
ソ
連
側
は
警
告
し
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
反
社
会
主
義
勢
力
か
ら
の
攻
撃
が
、

ソ
連
に
と
っ
て
も
共
通
の
安
全
保
障
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
健
全
な
勢
力
の

動
員
に
よ
る
反
革
命
と
の
闘
争
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
迫
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

六
月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
で
、
六
月
五
日
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
の
書
簡
が
議
題
に
上
っ
た
。
カ
ー

ダ
ー
ル
は
ソ
連
共
産
党
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
対
す
る
認
識
を
適
切
で
あ
る
と
評
価
し
、
社
会
主
義
労
働
者
党
か
ら
も
統
一
労
働
者

党
指
導
部
へ
書
簡
ま
た
は
口
頭
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
他
の
政
治
局
員
は
カ
ー
ダ
ー
ル
の
提
案
に
賛
成
し
た

(

�)

。

六
月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
の
後
に
開
催
さ
れ
た
一
八
日
の
党
中
央
委
員
会
で
は
、
六
月
九
日
か
ら
一
〇
日

の
統
一
労
働
者
党
中
央
委
員
会
第
一
一
回
総
会
に
お
い
て
激
論
の
末
に
打
ち
出
さ
れ
た
反
社
会
主
義
勢
力
と
の
闘
争
に
つ
い
て
、
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
は
、
危
機
の
社
会
主
義
的
解
決
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共
産
主
義
者
、
社
会
主
義

を
支
持
す
る
者
の
使
命
で
あ
り
、｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

を
伝
え
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
闘
争
を
支
援
す
る
と
の
立
場
を
示
し
た

(

�)

。
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六
月
九
日
の
協
議
で
決
定
し
た
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
立
場
は
、
六
月
二
二
日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
党
中
央

委
員
会
国
際
部
長
ベ
レ
ツ(

B
e

re
cz

���
��)

に
よ
っ
て
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
伝
え
ら
れ
た
。
カ
ニ
ア
は
ベ
レ
ツ
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
の
経
済
支
援
に
謝
意
を
表
し
、
統
一
労
働
者
党
中
央
委
員
会
第
一
一
回
総
会
の
決
議
を
履
行
す
る
た
め
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
に
も
と
づ
い
て
行
動
す
る
と
述
べ
た

(

�)

。

七
月
一
四
日
か
ら
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
統
一
労
働
者
党
臨
時
党
大
会
で
は
、
カ
ニ
ア
が
第
一
書
記
に
再
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
カ

ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
批
判
的
な
グ
ラ
ブ
ス
キ
、
ジ
ャ
ビ
ン
ス
キ

(
A

n
d

rze
j
� ��	
��

��

)

は
政
治
局
入
り
で
き
な
か
っ
た
。
臨

時
党
大
会
前
の
六
月
一
〇
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は

｢

連
帯｣

へ
の
強
硬
措
置
を
主
張
す
る
党
中

央
委
員
か
ら
の
激
し
い
突
き
上
げ
を
受
け
て
い
た
。
総
会
は
強
硬
派
に
よ
る
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
指
導
部
打
倒
の
や
ま
場
と
な
っ

た

(

�)

。
臨
時
党
大
会
に
お
い
て
、
カ
ニ
ア
は
自
身
に
と
っ
て
好
ま
し
い
政
治
局
人
事
の
刷
新
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

臨
時
党
大
会
終
了
後
の
七
月
二
一
日
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
カ
ニ
ア
と
電
話
で
会
談
し
た
。
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
代
わ
る
選
択

肢
は
な
い
と
考
え
る
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
、
党
大
会
で
カ
ニ
ア
が
信
任
を
得
た
と
認
識
し
た
。
そ
し
て
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
カ
ニ
ア
に

｢

連

帯｣

に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
強
硬
措
置
を
取
る
こ
と
へ
の
期
待
感
を
示
し
た
。
カ
ニ
ア
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
に
同
意
し
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ

と
カ
ニ
ア
の
電
話
会
談
の
内
容
は
、
七
月
二
二
日
に
駐
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
連
代
理
公
使
ム
サ
ト
フ

(
V

ale
ri

M
u

sato
v)

か
ら
カ
ー

ダ
ー
ル
に
も
伝
え
ら
れ
た

(

�)

。
カ
ー
ダ
ー
ル
に
と
っ
て
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
カ
ニ
ア
に
述
べ
た
こ
と
は
自
ら
の
立
場
と
大
き
な
違
い
は
な

か
っ
た
。
実
際
、
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
は
電
話
会
談
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
な
か
っ
た
。

臨
時
党
大
会
の
後
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
さ
ら
に
不
満
を
強
め
た
。
八
月
一
四
日
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
カ
ニ
ア
、
ヤ

ル
ゼ
ル
ス
キ
と
会
談
し
た
。
会
談
の
中
で
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
臨
時
党
大
会
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
の
悪
化
に
つ
い
て
強
い
懸
念
を
表
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明
し
た
。
ま
た
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
の
西
側
依
存
に
不
満
を
示
し
た
。
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

社
会
主
義
を
防
衛
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
す
る
と
述
べ
た

(

�)

。

統
一
労
働
者
党
臨
時
党
大
会
で
の
カ
ニ
ア
の
再
選
に
至
る
ま
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
、
ソ
連
、
東
欧
諸
国
の
間
で
立

場
の
相
違
が
明
確
に
な
っ
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
ソ
連
共
産
党
政
治
局
は
、｢

連
帯｣

に
強
硬
措
置
を
取
ら
な
い
カ
ニ

ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
臨
時
党
大
会
で
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
党
員

の
支
持
を
得
た
と
認
識
し
た
。
実
際
に
、
ソ
連
が
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
と
な
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
党
指
導
部

を
つ
く
ろ
う
と
し
た
明
確
な
兆
候
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

(

�)

。
少
な
く
と
も
、
オ
ル
シ
ョ
フ
ス
キ
や
グ
ラ
ブ
ス
キ
が
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル

ス
キ
に
代
わ
る
人
材
で
あ
る
と
、
ソ
連
側
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
東
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
ソ
連
以
上
に
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
不
満
を
強
め
て
い
た
。
両
国
は

｢

連

帯｣

の
影
響
が
自
国
に
及
ぶ
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。
と
く
に
、
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
は
反
体
制
知
識
人
に
よ
る
憲
章

七
七
が
存
在
し
て
い
た
。

五
月
一
六
日
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
と
フ
サ
ー
ク
が
モ
ス
ク
ワ
で
ソ
連
共
産
党
政
治
局
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ホ
ー

ネ
ッ
カ
ー
、
フ
サ
ー
ク
は
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
不
信
感
を
持
ち
、
統
一
労
働
者
党
臨
時
党
大
会
に
期
待
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

当
時
、
東
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
統
一
党
は
オ
ル
シ
ョ
フ
ス
キ
、
グ
ラ
ブ
ス
キ
、
コ
チ
オ
レ
ク

(
S

tan
islaw

�
������

�)

ら
カ
ニ
ア
、

ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
批
判
的
な
統
一
労
働
者
党
幹
部
と
独
自
に
接
触
し
て
い
た
。
と
く
に
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
は
コ
チ
オ
レ
ク
を
評
価
し

て
い
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
も
オ
ル
シ
ョ
フ
ス
キ
、
グ
ラ
ブ
ス
キ
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た

(

�)

。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

共
産
党
指
導
部
は
社
会
の
統
制
を
再
強
化
し
た
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
六
九
年
の
経
験
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
も
適
用
し
よ
う
し
た
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の
で
あ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、
八
月
三
日
に
ク
リ
ミ
ア
で
ブ
レ
ジ
ネ
フ
と
会
談
し
た
際
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
は
統
一
労
働
者
党
に
は
事
態
を
正
常
な
方
向

に
戻
す
力
が
な
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
は
統
一
労
働
者
党
内
の
強
硬
派
に
は
た
ら
き
か
け
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
内

政
に
干
渉
す
る
意
思
を
露
骨
に
示
し
た

(

�)

。

ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
強
硬
姿
勢
の
背
景
に
は
、
社
会
主
義
統
一
党
指
導
部
内
の
権
力
闘
争
が
関
係
し
て
い
た
。

一
〇
年
前
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
は
ギ
エ
レ
ク
と
と
も
に
改
革
者
と
し
て
登
場
し
、
自
国
の
西
側
諸
国
に
対
す
る
債
務
を
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
は
党
指
導
部
内
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
、
ギ
エ
レ
ク
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

た

(

�)

。東
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
強
硬
措
置
に
踏
み
切
ら
な
い
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
対
す
る
批
判
を
強
め
る
中
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
依
然
と
し
て
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
支
持
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
や
ネ
ー
メ
ト
、
ジ
ェ
ネ
シ
ュ

が
、
何
ら
か
の
政
治
的
な
意
図
を
も
っ
て
オ
ル
シ
ョ
フ
ス
キ
や
グ
ラ
ブ
ス
キ
な
ど
統
一
労
働
者
党
内
の
強
硬
派
と
接
触
し
た
形
跡
は

み
あ
た
ら
な
い
。
無
論
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ビ
ド
ゴ
シ
チ
事
件
以
降
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
事
態
の
推
移
を
楽
観
視
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
は

｢

社
会
主
義
的
解
決｣

と
い
う
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
指
導
者
に
自
力

で
現
体
制
を
防
衛
す
る
よ
う
促
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
と
戒
厳
令

(

一
九
八
一
年
九
月
〜
一
九
八
一
年
一
二
月)

一
九
八
一
年
九
月
五
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
、｢

連
帯｣

の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。｢

連
帯｣

は
東
欧
諸
国
の

｢

真
に
自
由
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な
労
働
運
動｣

を
め
ざ
す
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
採
択
し
た

(

�)

。
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
諸
国
の
官
製
労
働
組
合
の
代

表
が
、｢

連
帯｣

の
全
国
大
会
に
出
席
し
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
全
国
大
会
で
採
択
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
、

ソ
連
や
他
の
東
欧
諸
国
は
激
し
く
反
発
し
た
。

｢

連
帯｣
の
全
国
大
会
の
後
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
カ
ニ
ア
と
電
話
で
会
談
し
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は

｢

連
帯｣

に
関
し
て
、
反
共
産
主

義
者
の
政
党
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
隣
国
へ
の
内
政
干
渉
を
試
み
て
い
る
、
権
力
掌
握
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま

た
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
反
ソ
連
の
動
き
に
も
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
早
急
に
統
一
労
働
者
党
が
決
定
的
で

妥
協
な
き
反
革
命
と
の
闘
争
を
開
始
す
る
よ
う
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
迫
っ
た
。
会
談
の
内
容
は
、
東
欧
各
国
の
党
に
も
伝
え
ら
れ
た

(

�)

。

｢

連
帯｣

の
全
国
大
会
の
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
対
応
に
も
変
化
が
生
じ
た
。｢

連
帯｣

が
東
欧
諸
国
の
労

働
者
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
こ
と
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
内
政
干
渉
を
否
定
し
て
き
た
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
警
戒
感
を
強
め
た
。
九
月
一
五
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
対
す
る
ソ

連
の
立
場
が
議
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
政
治
局
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
を
議
論
し
た
。

九
月
一
五
日
の
政
治
局
議
事
録
に
お
け
る
カ
ー
ダ
ー
ル
の
発
言
の
一
部
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
非
公
開
と
な
っ
て

い
た
。
実
際
に
、
公
開
さ
れ
た
カ
ー
ダ
ー
ル
の
発
言
内
容
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
立
場
が
以
前
よ
り
も
強
硬

な
姿
勢
に
転
じ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
カ
ー
ダ
ー
ル
は

｢

連
帯｣
全
国
会
議
の
東
欧
諸
国
の
労
働
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

近
隣
諸
国
へ
の
内
政
干
渉
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は

｢

連
帯｣

の
権
力
掌
握
を
は
か
る
動
き
、
と
く
に
軍
内
部

へ
の

｢

連
帯｣

の
影
響
力
の
強
ま
り
を
危
惧
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ク
リ
ミ
ア
で
カ
ニ
ア
と
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が

｢

反
革
命
に
対
し
て

最
も
決
定
的
な
手
段
で
の
ぞ
む｣

と
発
言
し
た
こ
と
に
カ
ー
ダ
ー
ル
は
言
及
し
た

(
�)

。
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協
議
の
席
で
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は

｢

少
し
も
遅
れ
る
こ
と
な
く

(

統
一
労
働
者)

党
を
決
定
的
で
妥
協
な
き
反
革
命
と
の
闘
争
に
駆

り
立
て
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
あ
る｣

と
述
べ
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
は
つ
い
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
つ
い
て

｢

反
革
命｣

と
い

う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
名
で
統
一
労
働
者
党
中
央
委
員
会
に
い
か

な
る
行
動
を
計
画
し
て
い
る
の
か
回
答
さ
せ
る
と
発
言
し
た

(

�)

。

ジ
ェ
ネ
シ
ュ
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
か
ら
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
語
っ
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ソ
連
大
使
ア
ー
リ
ス
ト
フ

(
B

o
ris

I.
A

risto
v)

が
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
と
の
会
談
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
反
ソ
活
動
に
警
戒

感
を
示
し
て
い
た

(

�)

。

さ
ら
に
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
立
場
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
伝
え
る
う
え
で
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
と
協
議
す
る
よ
り
も

書
簡
を
送
る
方
が
好
ま
し
い
と
述
べ
た
。
ネ
ー
メ
ト
と
ハ
ヴ
ァ
シ

(
H

av
asi

F
e

re
n

c)

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
立
場
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

伝
え
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
立
場
を
伝
え
る
方
法
と
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
が
カ
ニ
ア
と
会
談
す
る
か
、
書
簡
を
送
付
す
る
か
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
と
ネ
ー
メ
ト
は
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
は
難
し
い
と
オ
ー
ヴ
ァ
リ

(�
�
���

�
��
�	
)

は
指
摘
し
た
。
コ
ロ
ム

(
K

o
ro

m
�
��
��)

と
首
相
ラ
ー
ザ
ー
ル

(�
����

�

���)

は
、
書
簡
の
送
付
に
賛
成
し
た
。

と
く
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
不
満
を
感
じ
る
ラ
ー
ザ
ー
ル
は
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
メ
ー
ケ
シ
ュ

(
�
�
�
�


L
ajo

s)

も
社
会
主
義
諸
国
の
労
働
組
合
の
代
表
を
全
国
大
会
に
招
待
し
よ
う
と
し
た

｢

連
帯｣

を
批
判
し
た

(

�)

。

他
方
、
シ
ャ
ル
ロ
ー
シ
ュ

(�
���	


�
����)

は
書
簡
の
送
付
に
反
対
し
た
。
強
硬
措
置
に
踏
み
切
ら
な
い
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル

ス
キ
に
不
信
感
を
も
つ
シ
ャ
ル
ロ
ー
シ
ュ
は
、
書
簡
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
反
応
に
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。
マ
ー
ル
テ
ィ

(
�
����


�
�
��	)

は
書
簡
に
つ
い
て
、
国
際
情
勢
に
関
連
し
た
手
段
な
の
か
、
国
内
情
勢
に
関
連
し
た
手
段
な
の
か
と
問
質
し
た
。
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カ
ー
ダ
ー
ル
は

｢(

書
簡
が)

統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
わ
ず
か
で
も
影
響
を
及
ぼ
す｣

と
述
べ
た
。
九
月
一
五
日
の
協
議
に
お
い

て
、
政
治
局
は
党
中
央
委
員
会
の
名
で
統
一
労
働
者
党
に
書
簡
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
政
治
局
は
書
簡
の
内
容
を
書

記
局
に
一
任
し
た

(

�)

。

社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
統
一
労
働
者
党
中
央
委
員
会
宛
て
の
書
簡
は
、
九
月
一
七
日
に
送
付
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

情
勢
に
つ
い
て
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
硬
な
姿
勢
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
簡
の
中
で
、
社
会
主

義
労
働
者
党
は
反
共
、
反
ソ
の
発
言
の
多
発
し
た

｢

連
帯｣

全
国
大
会
の
雰
囲
気
、
全
国
大
会
で
採
択
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
批
判

し
た
。
そ
し
て
、
書
簡
に
は

｢
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
得
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
の
成
果
を
否
定
し
危
う
く
す
る
よ
う
な
攻
撃
を
は
ね

の
け
る
た
め
に
は
、
明
確
な
措
置
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
書
か
れ
て
い
た

(

�)

。

さ
ら
に
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
は
書
簡
の
中
で

｢

な
す
べ
き
は
、
臨
時
党
大
会
で
示
さ
れ
た
任
務
を
引
き
続
き
遂
行
す
る

た
め
の
条
件
を
つ
く
り
だ
す
こ
と｣
｢

統
一
労
働
者
党
政
治
局
の
九
月
一
五
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
精
神
で
速
や
か
な
行
動
を
取
れ
ば
、

社
会
主
義
の
成
果
を
防
衛
で
き
る

(

�)｣

と
述
べ
た
。
テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
が
述
べ
た
よ
う
に
、
九
月
一
五
日
の
政
治
局
の
協
議
以
降
も
、
社

会
主
義
労
働
者
党
は
カ
ニ
ア
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
支
持
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
一
九
八
〇
年
九
月
以
来

の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
早
急
に

｢

連
帯｣

に
対
し
て
強
硬
措
置
で
の
ぞ
む
よ
う
促
し
た
の
で
あ
る
。

九
月
一
八
日
、
カ
ニ
ア
は
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
国
際
部
の
パ
タ
キ

(
P

atak
i
������)

か
ら
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。

パ
タ
キ
は
口
頭
で
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
姿
勢
の
変
化
を
伝
え
た
。
カ
ニ
ア
と
の
会
談
に
つ
い
て
、
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
大

使
ガ
ラ
ム
ヴ
ェ
ル
ジ

(�
�	�


�
��

��
������)

か
ら
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
へ
の
報
告
書
で
は
、
カ
ニ
ア
が

｢

連
帯｣

を

弾
圧
す
る
た
め
に
戒
厳
令
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
盟
国
に
よ
る
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ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
介
入
は
の
ぞ
ま
し
く
な
い
と
報
告
書
に
は
記
さ
れ
て
い
た

(

�)

。

一
〇
月
一
八
日
に
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
カ
ニ
ア
に
代
わ
り
、
第
一
書
記
に
選
出
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
第
一
書

記
選
出
を
歓
迎
し
た
。
一
〇
月
二
二
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
協
議
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
は
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の

第
一
書
記
選
出
を
危
機
の
解
決
へ
の
重
要
な
動
き
と
評
価
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
は
統
一
労
働
者
党
臨
時
党

大
会
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
の
深
刻
さ
を
指
摘
し
、
一
九
八
〇
年
秋
の
政
労
協
定
に
違
反
し
統
一
労
働
者
党
指
導
部
の
無
力
化
を
は

か
る

｢

連
帯｣

指
導
者
を
批
判
し
た
。
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
は
従
来
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
立
場
で
あ
る

｢

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共
産
主
義
者
に
よ
る
危

機
の
解
決｣

を
繰
り
返
し
た
。
同
時
に
、
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
は

｢

統
一
労
働
者
党
指
導
部
が
決
定
的
な
行
動
を
取
る
こ
と｣

｢

社
会
主
義

に
忠
実
な
動
き
で
あ
る
こ
と｣
の
必
要
性
を
強
調
し
た

(

�)

。

さ
ら
に
、
一
〇
月
二
二
日
の
協
議
で
、
カ
ー
ダ
ー
ル
も
統
一
労
働
者
党
臨
時
党
大
会
後
の
情
勢
の
悪
化
に
つ
い
て
述
べ
た
。
カ
ー

ダ
ー
ル
は

｢

連
帯｣

指
導
部
の
右
傾
化
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
分
極
化
の
進
行
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
分
極

化
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
反
革
命
に
対
峙
す
る
陣
営
の
構
築
と
右
派
勢
力
の
一
掃
の
必
要
性
を
強
調
し
た

(

�)

。

二
二
日
の
協
議
に
お
い
て
、
党
中
央
委
員
会
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
反
革
命
の
道
を
阻
止
す
る
、
社
会
主
義
体
制
の
強
化
を
決
議
し
た
。

九
月
一
五
日
の
政
治
局
の
協
議
に
お
け
る
カ
ー
ダ
ー
ル
の
発
言
と
同
様
、｢

反
革
命｣

と
い
う
表
現
が
文
面
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
か

ら
も
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
懸
念
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
他
方
、
二

二
日
の
決
議
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

｢

国
際
的
な
緊
張
を
高
め
る
要
因
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
的
な
力
と
す
る

(

�)｣

と

い
う
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
が
第
一
書
記
と
な
っ
た
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
早
急
な
危
機
打
開
に
期

待
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
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一
一
月
に
オ
ー
ヴ
ァ
リ
と
ジ
ェ
ネ
シ
ュ
が
ソ
連
を
訪
問
し
た
。
二
人
は
、
ソ
連
・
東
欧
諸
国
が
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
反
革
命

勢
力
へ
の
闘
争
を
促
す
内
容
の
テ
ー
ゼ
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
少
な
く
と
も
一
時
的
で
あ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
対
す
る
立
場
が
、
以
前
か
ら
強
硬
な
路
線
を
取
っ
て
い
た
他
の
東
欧
諸
国
に
よ
り
近
づ
い
て
い
た
と
テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
は
指
摘

し
た

(

�)

。
一
二
月
一
三
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
戒
厳
令
が
布
告
さ
れ
た
。
布
告
に
先
立
ち
、
一
二
月
五
日
に
統
一
労
働
者
党
政
治
局
は
ヤ
ル
ゼ

ル
ス
キ
に
戒
厳
令
に
つ
い
て
最
終
的
な
決
定
を
下
す
権
限
を
与
え
た
。
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
社
会
主
義
国
家
の
原
則
を
守
る
た
め
、
時

間
を
浪
費
せ
ず
早
急
に
行
動
に
移
る
と
述
べ
た

(

�)

。
戒
厳
令
の
布
告
直
後
、
ワ
レ
サ
を
は
じ
め
と
す
る

｢

連
帯｣

の
幹
部
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
行
う
労
働
者
た
ち
を
支
援
す
る
知
識
人
た
ち
は
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
し
て
、｢

連
帯｣

も
非
合
法
化
さ
れ
た
。

戒
厳
令
布
告
の
直
後
、
社
会
主
義
労
働
者
党
書
記
局
は
戒
厳
令
を
支
持
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
経
済
支
援
を
決
定
し
た

(

�)

。
ヤ
ル
ゼ

ル
ス
キ
が
戒
厳
令
を
布
告
し
た
こ
と
は
、
カ
ー
ダ
ー
ル
に
と
っ
て
、
一
九
八
〇
年
九
月
以
来
、
繰
り
返
し
統
一
労
働
者
党
幹
部
に
強

調
し
て
き
た

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

に
も
と
づ
い
た
、
ま
さ
に

｢

体
制
の
強
化｣

の
実
践
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
が
求
め
た
の

は
、
ソ
連
の
軍
事
介
入
に
よ
っ
て
で
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
軍
、
治
安
組
織
に
よ
る
秩
序
回
復
で
あ
っ
た
。

一
九
八
一
年
一
二
月
二
七
日
、
社
会
主
義
労
働
者
党
指
導
部
か
ら
政
治
局
員
ア
ツ
ェ
ー
ル

(�
���

�
�
��	
�)

、
元
首
相
フ
ォ
ッ

ク

(
F

o
ck

��

��)

、
ベ
レ
ツ
が
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
招
待
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
。
戒
厳
令
布
告
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
視
察
し

た
三
者
に
よ
る
統
一
労
働
者
党
指
導
部
と
の
会
談
に
関
す
る
報
告
書
で
は
、
二
五
年
前
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の

類
似
性
に
言
及
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
談
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
良
く
組
織
さ
れ
た
状
態
、
戒
厳
令
布
告
に
よ
る
好
ま
し
い
状
況
が

語
ら
れ
た
一
方
で
、
分
裂
状
態
で
活
力
の
な
い
統
一
労
働
者
党
、
敵
対
勢
力
が
一
掃
さ
れ
て
い
な
い
現
状
も
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
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｢
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
利
益
と
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た

(

�)

。

一
九
八
二
年
一
月
五
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
協
議
で
は
、
三
者
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
会
談
内
容
が
議
題
と
な
っ
た
。

ア
ツ
ェ
ー
ル
は
一
九
五
六
年
の
経
験
に
つ
い
て

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
モ
デ
ル
な
ど
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
問
題
に
マ
ル
ク

ス
主
義
者
と
し
て
対
応
を
試
み
た｣

と
述
べ
た
。
フ
ォ
ッ
ク
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
つ
い
て
も
っ
と
早
く
行
動
す
べ
き
で
あ
っ
た
の

か
を
問
題
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ォ
ッ
ク
は

｢

連
帯｣

を
支
援
す
る
知
識
人
ク
ー
ロ
ン

(
Jace

k
K

u
ro

n)

を
例
に
挙
げ
て
、
最

後
の
三
か
月
で
行
動
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ッ
ク
は
物
価
高
騰
と
生
活
水
準
の
三
〇
％
低
下
に
よ
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
経
済
の
窮
状
に
言
及
し
た
。
ア
ツ
ェ
ー
ル
、
フ
ォ
ッ
ク
、
ベ
レ
ツ
の
発
言
の
後
、
ネ
ー
メ
ト
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
経
済
支
援
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
に
関
す
る
報
告
書
の
承
認
を
提
案
し
た

(

�)

。

二
月
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
相
プ
ヤ

(
P

u
ja

F
rig

y
e

s)

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
。
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
へ
の
報
告
書

で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
分
野
で
の
関
係
強
化
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
た

(

�)

。

し
か
し
な
が
ら
、
戒
厳
令
の
布
告
に
至
る
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
で

｢

体
制
の
強
化｣

に
関
す
る
認
識
が
一
致
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
体
制
転
換
後
に
公
表
さ
れ
た
ソ
連
共
産
党
の
文
書
や
ソ
連
側
の
政
策
決
定
に
関
与
し
た
生
存
者
の
証
言
を
も

と
に
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
戒
厳
令
布
告
の
直
前
ま
で
ソ
連
側
に
軍
事
援
助
を
求
め
て
い
た
事
実
を
ク
ラ
マ
ー
は
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、

ソ
連
側
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
軍
を
送
る
意
図
が
な
か
っ
た
。

一
〇
月
二
九
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
協
議
で
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
何
も
建
設
的
な
こ
と
を
し
な
い
と
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
不
満

を
述
べ
た
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
指
導
者
た
ち
は
友
好
国
か
ら
の
軍
事
援
助
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
が
、
ソ
連
は
軍
を
送
ら
な

い
と
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
述
べ
た
。
ウ
ス
チ
ノ
フ
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
軍
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た

(

�)

。
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一
二
月
一
〇
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
協
議
で
も
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
戒
厳
令
を
意
味
す
る

｢

作
戦
Ｘ｣

に
言
及
し

｢

ポ
ー
ラ

ン
ド
の
同
志
の
決
定
に
も
と
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い｣

と
述
べ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
最
高
司
令
官
ク
リ
コ
フ

(
V

ik
to

r
G

.
K

u
lik

o
v)

の
過
去
の
発
言
を
根
拠
に
、
ソ
連
に
軍
事
介
入
の
用
意
が
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
当
時
、
ク
リ
コ
フ
は
東

欧
諸
国
を
何
度
も
訪
問
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
関
し
て
強
硬
な
発
言
を
し
て
い
た
。
と
く
に
、
ク
リ
コ
フ
は
東
欧
の
指
導
者
に
軍

事
介
入
に
つ
い
て
自
身
の
見
解
を
表
明
し
て
い
た

(

�)

。
ウ
ス
チ
ノ
フ
は

｢

同
志
ク
リ
コ
フ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
軍
を
入
れ
る
と
言
っ
て
い

な
い
。
彼
は
、
た
ん
に
同
志
レ
オ
ニ
ー
ド
・
イ
リ
イ
チ
や
わ
れ
わ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
混
乱
状
態
を
放
置
で
き
な
い
と
言
っ
た
の
を

繰
り
返
し
た
だ
け
だ｣

と
述
べ
た
。
ウ
ス
チ
ノ
フ
は
あ
ら
た
め
て
軍
事
介
入
の
可
能
性
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ー
ス

ロ
フ

(
M

ih
ail

A
.

S
u

slo
v)

は

｢
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
同
志
自
身
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ
き
か
決
定
す
る｣

｢

ソ
連
は
ど
ん
な
決

定
も
押
し
付
け
な
い｣

と
述
べ
た

(

�)

。
ス
ー
ス
ロ
フ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
を
討
議
す
る
た
め
政
治
局
に
設
置
さ
れ
た
小
委
員
会
の
議
長

で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
九
日
、
一
二
月
一
〇
日
の
協
議
の
内
容
か
ら
、
ソ
連
共
産
党
政
治
局
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
自
国
軍
を
投
入
す

る
用
意
が
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

他
方
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た

『

回
想
録』

を
含
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
ソ
連
軍
の
介
入
を
求
め
た
こ
と

を
公
式
の
場
で
認
め
て
い
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
の
間
の
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
状
態
に
関
し
て
、
ク
ク
リ
ン
ス
キ
は
次
第
に
ナ
ー
ヴ
ァ

ス
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
精
神
麻
痺
の
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
ソ
連
の
圧
力

に
よ
り
戒
厳
令
布
告
の
決
断
を
迫
ら
れ
て
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

(

�)

。

ク
ラ
マ
ー
は
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
行
動
と
ソ
連
側
の
反
応
に
関
す
る
根
拠
と
し
て
、
元
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
第
一
副
司
令
官
グ
リ
ー

プ
コ
フ

(
A

n
ato

lii
G

rib
k

o
v)

、
後
の
ソ
連
共
産
党
書
記
長
で
あ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
当
時
も
政
治
局
員
だ
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
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(
M

ik
h

ail
S
.

G
o

rb
ach

e
v)

、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会

(

Ｋ
Ｇ
Ｂ)

代
表
だ
っ

た
パ
ブ
ロ
フ

(
V

italii
P

av
lo

v)

の
証
言
を
挙
げ
た
。
ソ
連
の
崩
壊
後
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
に
あ
る
三
者
が
、
い
ず
れ
も
ソ
連

側
に
は
軍
事
介
入
の
意
図
は
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
と
く
に
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
か
ら
の
軍
事
援
助
の
要
請
を
ソ
連
が
拒
否
し

て
い
た
と
グ
リ
ー
プ
コ
フ
、
パ
ブ
ロ
フ
は
証
言
し
て
い
た
。
パ
ブ
ロ
フ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
一
二
月
一
二
日
の
ス
ー

ス
ロ
フ
と
の
電
話
会
談
の
際
に
も
、
ソ
連
に
軍
事
援
助
を
求
め
て
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
か
ら
は
、
内
相
キ

シ
チ
ャ
ク

(
C

ze
slaw

K
iszczak)

が
パ
ブ
ロ
フ
の
証
言
を
裏
付
け
る
発
言
を
し
て
い
た

(

�)

。
キ
シ
チ
ャ
ク
自
身
、
戒
厳
令
布
告
の
責

任
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
ク
リ
コ
フ
の
副
官
ア
ノ
シ
ュ
キ
ン

(
V

ik
to

r
A

n
o

sh
k

in)

が
ク
リ
コ
フ
の
言
動
を
記
録
し
た
ノ
ー
ト
の
内
容
か
ら
、
一

二
月
一
一
日
に
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
ソ
連
大
使
ア
ー
リ
ス
ト
フ
を
通
じ
て
ソ
連
の
軍
事
援
助
を
打
診
し
た
が
、
ソ
連
側
に
拒
否
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
ク
ラ
マ
ー
は
指
摘
し
た

(

�)

。

後
述
す
る
一
二
月
一
日
か
ら
四
日
の
国
防
相
会
議
に
お
け
る
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
外
部
か
ら
の
介
入
を
示
唆
す
る
文
言
を
追
加
す

る
よ
う
求
め
た
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
意
図
が
、
ソ
連
の
軍
事
介
入
が
迫
っ
た
か
ら
戒
厳
令
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
一
種
の
ア
リ
バ
イ
づ

く
り
に
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

(

�)

。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
政
治
局
か
ら
戒
厳
令
布
告
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
後

の
一
二
月
一
一
日
、
一
二
日
の
時
点
で
も
、
依
然
と
し
て
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
ソ
連
に
介
入
を
要
請
し
た
要
因
が
、
単
な
る
ア
リ
バ
イ

づ
く
り
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
一
貫
し
て
ソ
連
の
軍
事
介
入
と
い
う

｢

大
き
な
悲
劇｣

を
回

避
す
る
こ
と
に
努
め
、｢

小
さ
な
悲
劇｣

と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
よ
る
戒
厳
令
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
見
方
は
成
立
し
難
い
。

次
に
、
一
二
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
国
防
相
委
員
会
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
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ハ
ン
ガ
リ
ー
の
対
応
を
検
証
す
る
。
同
委
員
会
に
は
、
国
防
相
で
あ
る
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
欠
席
し
た
。
代
理
と
し
て
出
席
し
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
軍
参
謀
総
長
で
あ
り
国
防
次
官
で
も
あ
る
シ
ヴ
ィ
ツ
キ
は
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。
ヤ
ル
ゼ
ル
ス

キ
は
会
議
に
お
け
る
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に

｢

社
会
主
義
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
安
全
保
障
の
た
め
に
適
切
な
行
動
を
取
る
必
要｣

と
い

う
文
言
を
追
加
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ

う
求
め
た
。
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
い
う

｢

適
切
な
行
動｣

と
は
、
軍
事
介
入
を
示
唆
し
て
い
た
。
文
言
の
追
加
に
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国

防
相
オ
ル
テ
ア
ヌ

(
C

o
n

stan
tin

�
������

�)

が
反
対
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
相
チ
ネ
ゲ

(
C

zin
e

g
e

L
ajo

s)

は

｢

す
べ
て
の
国

防
相
が
同
意
し
た
場
合｣
に
の
み
、
文
面
の
追
加
に
賛
成
す
る
と
述
べ
た
。
チ
ネ
ゲ
は
シ
ヴ
ィ
ツ
キ
に

｢

何
故
、
同
志
ヤ
ル
ゼ
ル
ス

キ
は
友
党
の
第
一
書
記
、
書
記
長
に
要
請
し
な
い
の
か｣

｢

あ
な
た
が
た
は
事
態
を
自
力
で
解
決
し
な
い
の
か｣

｢(

ポ
ー
ラ
ン
ド
の

党
が)

後
退
す
る
な
ら
、
誰
が
支
援
す
る
と
い
う
の
か｣

と
問
い
た
だ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
対
応
に
不
満
を
示
し
た

(

�)

。

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
反
対
で
、
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
議
論
の
後
、
チ
ネ
ゲ
と
ソ
連
第
一
国
防
次

官
、
参
謀
総
長
オ
ガ
ル
コ
フ

(
N

ik
o

lai
V

.
O

g
ark

o
v)

と
の
間
で
激
し
い
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
オ
ガ
ル
コ
フ
は

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー

の
同
志
た
ち
は
一
九
五
六
年
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か｣
と
述
べ
た
。
チ
ネ
ゲ
は
オ
ガ
ル
コ
フ
に

｢

同
志
カ
ー
ダ
ー
ル
や
私
に
対
す

る
侮
辱
だ｣

と
言
い
返
し
た
。
そ
し
て
、
何
故
、
ソ
連
軍
人
が
そ
の
よ
う
な
宣
言
を
支
持
す
る
の
か
と
チ
ネ
ゲ
は
反
論
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
オ
ガ
ル
コ
フ
は

｢

ソ
連
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
起
こ
っ
た
よ
う
な
流
血
を
望
ん
で
は
い
な
い｣

｢

何
故
な
ら
、
ソ
連
が
危
機

を
解
決
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
支
持
す
る
か
ら
だ｣

と
付
け
加
え
た

(

�)

。

チ
ネ
ゲ
は
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
国
防
相
の
地
位
に
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
欧
諸
国
の
国
防
相
で
は
珍
し

く
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た

(

�)

。
チ
ネ
ゲ
が
長
く
国
防
相
の
地
位
に
留
ま
れ
た
要
因
は
、
軍
人
を
権
力
の
中
枢
部
か
ら
排
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除
し
た
い
カ
ー
ダ
ー
ル
に
忠
実
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
チ
ネ
ゲ
の
モ
ス
ク
ワ
で
の
言
動
が
、
カ
ー
ダ
ー
ル
の
意
向
を
無
視
し
た
も
の

だ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

軍
事
介
入
を
意
図
し
な
い
ソ
連
が
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
求
め
た
文
言
の
追
加
に
同
意
し
た
の
は
、｢

適
切
な
行
動｣

を
必
ず
し
も
外

部
か
ら
の
軍
事
的
な
手
段
で
あ
る
と
解
釈
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
事
介
入
を
ほ
の
め
か
す
よ
う
な
強
い
圧
力
を
受

け
た
結
果
で
あ
れ
、
最
終
的
に
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
自
ら
行
動
す
る
こ
と
を
ソ
連
は
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

他
方
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
指
導
者
た
ち
が
ソ
連
か
ら
の
圧
力
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
ら
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
自

力
で
問
題
解
決
に
あ
た
る
べ
き
だ
と
カ
ー
ダ
ー
ル
は
認
識
し
て
い
た
。
以
前
か
ら
筆
者
自
身
が
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
五
六
年

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
後
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
ナ
ジ
と
そ
の
支
持
者
、
そ
し
て
反
体
制
派
へ
の
弾
圧
と
秩
序
の

回
復
を
遂
行
し
た
。
そ
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ソ
連
か
ら
の
内
政
干
渉
を
抑
制
し
な
が
ら
内
政
面
で
の
自
律
性
の
確
保
に
つ
と
め
た

(

�)

。

確
か
に
、
戒
厳
令
に
至
る
段
階
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
他
の
東
欧
諸
国
と
異
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
露
骨
な
内
政
干
渉
を
ひ
か

え
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
、
戒
厳
令
直
前
ま
で
繰
り
返
し
ソ
連
側
に
軍
事
援
助
を
求
め
た
ヤ
ル
ゼ
ル
ス

キ
の
対
応
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
自
身
に
よ
る
危
機
の
打
開
を
求
め
る
カ
ー
ダ
ー
ル
の
主
張
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
十
分
な
理
解
を

得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
実
に
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
国
防
相
委
員
会
に
お
い
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
で

立
場
の
相
違
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
お

わ

り

に

一
九
八
二
年
四
月
二
一
日
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
て
カ
ー
ダ
ー
ル
と
会
談
し
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
と
ヤ
ル
ゼ
ル

法と政治 63巻 3号 (2012年 10月)

論

説

592

二
八



ス
キ
は
、
両
国
の
党
、
人
民
の
連
帯
を
強
調
し
た

(

�)

。
そ
の
後
、
一
九
八
八
年
五
月
の
カ
ー
ダ
ー
ル
退
陣
ま
で
、
両
者
は
個
人
的
に
も

良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
戒
厳
令
の
直
前
ま
で
、
両
者
の
間
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
の
打
開
の
方
法
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違
い

が
存
在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戒
厳
令
に
至
る
ま
で
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
お
よ
び
中
央
委
員

会
の
協
議
に
お
い
て
、
戒
厳
令
の
布
告
を
躊
躇
し
て
ソ
連
の
軍
事
的
援
助
を
求
め
て
い
た
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
対
す
る
批
判
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
カ
ー
ダ
ー
ル
は
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
へ
の
信
頼
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
ソ
連
の
軍
事
援
助
を
あ

き
ら
め
て
戒
厳
令
に
踏
み
切
っ
た
時
、
本
当
に
両
者
が

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
カ
ー
ダ
ー
ル
自
身
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
体
性
と
安
定
の
た
め
に
軍
事
介
入
の
回
避
と
同
時
に
戒
厳
令
の
布

告
を
支
持
し
て
い
た
。
確
か
に
、
一
九
八
一
年
一
二
月
の
国
防
相
委
員
会
に
お
い
て
、
ソ
連
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
間
で
意
見
の
相
違
が
み

ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
に
自
力
で
の
解
決
、
つ
ま
り
戒
厳
令
の
布
告
に
よ
る
秩
序
回
復
を
求
め
た
点
で
、
ブ

レ
ジ
ネ
フ
と
カ
ー
ダ
ー
ル
と
の
間
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
に
関
す
る
見
解
に
は
大
き
な
隔
た
り
は
な
か
っ
た
。

テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
は
、
カ
ー
ダ
ー
ル
と
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
の
共
有
し
た

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

は
最
終
的
に
共
産
主
義
の
崩
壊
を
防

げ
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
た

(

�)

。
確
か
に
、
テ
ィ
シ
ュ
レ
ル
の
指
摘
の
と
お
り
、
一
九
五
六
年
一
一
月
以
降
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の

｢

体

制
の
強
化｣

、
一
九
八
一
年
一
二
月
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
戒
厳
令
、
い
ず
れ
も
反
体
制
派
へ
の
力
の
行
使
に
よ
る
秩
序
回
復
に
過
ぎ

ず
、
共
産
主
義
の
欠
陥
を
根
本
的
に
正
す
措
置
で
は
な
か
っ
た
。

戒
厳
令
に
よ
る

｢

連
帯｣

の
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
経
済
再
建
に
失
敗
し
た
。
そ
し
て
、
ヤ
ル
ゼ
ル

ス
キ
は
か
つ
て
非
合
法
化
し
た

｢

連
帯｣

と
の
対
話
を
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
も
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
。
深
刻
化
す
る
経
済
危
機
は
、
抜
本
的
な
改
革
に
及
び
腰
な
カ
ー
ダ
ー
ル
を
退
陣
に
追
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い
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
両
国
は
一
九
八
九
年
の
体
制
転
換
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
一
九
五
六
年
当
時
の
経
験
に
規
定
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
へ
の
対
応
か
ら
、
カ
ー
ダ
ー
ル
時
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交

の
い
か
な
る
特
質
が
導
き
出
せ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
繰
り
返
す
よ
う
に
、｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

で
は
、
共
産
主
義
の
崩
壊
を

阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
験｣

自
体
が
あ
く
ま
で
冷
戦
と
い
う
米
ソ
二
極
構
造
の
下
で
の
み

成
り
立
ち
う
る
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
共
産
主
義
の
存
続
を
前
提
条
件
と
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
新
思
考

外
交
を
展
開
す
る
以
前
、
最
終
的
に
東
欧
諸
国
の
共
産
主
義
の
崩
壊
を
阻
止
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
ソ
連
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
当
局
に
よ
る
戒
厳
令
と

｢

連
帯｣

の
弾
圧
も
ま
た
、
ソ
連
の
軍
事
力
を
担
保
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

冷
戦
期
と
く
に
一
九
五
六
年
以
後
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
脱
却
が
不
可
能
な
現
実
を
前
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ソ
連
の

内
政
干
渉
を
最
小
限
に
と
ど
め
な
が
ら
、
ソ
連
型
社
会
主
義
の
枠
内
に
お
い
て
国
内
政
治
の
自
律
性
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。
カ
ー

ダ
ー
ル
時
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
の
特
質
は
、
冷
戦
期
の
二
極
構
造
の
継
続
と
い
う

｢

制
約｣

を
前
提
条
件
に
、｢

原
則｣

と
し
て

の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
の
利
益
と

｢
実
践｣

と
し
て
の
国
内
政
治
要
因
に
規
定
さ
れ
た
国
益
と
の
均
衡
を
は
か
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
秋
以
降
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
に
際
し
て
、
カ
ー
ダ
ー
ル
は
一
貫
し
て
自
国
の
体
験
に
も
と
づ
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
指

導
者
に
自
力
で
の
国
内
秩
序
の
回
復
を
は
た
ら
き
か
け
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
自
国
の
内
政
の
自
律
性
を
確
保
し
な
が
ら
国
内
情
勢
の

安
定
を
は
か
る
に
は
、
危
機
と
そ
の
結
末
を
あ
く
ま
で
ソ
連
の
介
入
に
よ
る

｢

大
き
な
悪｣

で
な
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
自
身
に
よ
る

｢

小
さ
な
悪｣

に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
る
と
カ
ー
ダ
ー
ル
は
認
識
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
へ
の
対
応
で
示
さ
れ
た

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー

の
経
験｣

と
は
、
統
一
労
働
者
党
指
導
部
に
外
部
か
ら
の
内
政
干
渉
に
よ
ら
ず
に
危
機
を
打
開
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
主
的
な
国
内
政
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治
路
線
の
確
立
を
促
す
こ
と
を
意
図
し
た
外
交
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ld
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n
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H
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o

o
d

ro
w

W
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n
In
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rn

atio
n

al
C

e
n

te
r
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r

S
ch

o
lars.

W
ash

in
g

to
n

D
.C

.:
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e
1

1
,

1
9

9
8
,

5

�16
.

(

�)

九
月
二
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録
、M

a
gya

r
�
�������

 
!"#����

(

以
下
はM

O
L

と
略
記)

[

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立

公
文
書
館]

,
B

u
d

ap
e

st,
M

D
P

-M
S

Z
M

P
Irato

k
[

ハ
ン
ガ
リ
ー
勤
労
者
党
―
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
文
書]

,
2

8
8
.f.5

/8
0

8
.$%&e

.

(

�)

カ
ー
ダ
ー
ル
、
ネ
ー
メ
ト
と
ヴ
ォ
イ
タ
シ
ェ
ク
と
の
会
談
の
内
容
は
、
九
月
一
六
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
国
際
部
に

よ
る
政
治
局
へ
の
報
告
書
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
0

9
.
$%&e

.

(

�)

ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
当
時
の
労
働
者
評
議
会
に
関
し
て
は
、
ビ
ル
・
ロ
ー
マ
ッ
ク
ス
著
、
南
塚
信
吾
訳

『

終
わ
り
な
き
革
命

ハ
ン
ガ

リ
ー
一
九
五
六』

彩
流
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
八
三
―
二
一
一
頁
を
参
照
。

(

	)
T

isch
le

r
���
���

i.m
.,

7
3
.o

.
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(

�)
M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
0

9
.���e

.

(
�)

一
〇
月
一
六
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.4

/1
7

4
.
���e

.

(
�)
一
九
五
六
年
一
二
月
二
日
、
三
日
の
党
暫
定
執
行
委
員
会
の
公
刊
議
事
録
、S

o
ro

zatsze
rk

.:
B

alo
g

h
�
��
��	


A
M

a
gya

r

S
zocia

lista
�
�

�
�
���
��

id
eiglen

es
�������

�����
�����

��
��� ���!"#

 ��$
1
[

ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
暫
定
指
導
部
議
事
録
一]

(
B

u
d

ap
e

st:
In

te
ra

R
t.,

1
9

9
3)

,
1

3
9

�

2
1

3
.o

.

一
九
五
六
年
一
二
月
の
社
会
主
義
労
働
者
党
暫
定
執
行
部
の
論
争
に
関
し
て
は
、S

ip
o

s

L
e

v
e

n
te

,
%&
'
(
�)
*+
)
,
-
*
�
.
,
)
/

P
o

litik
ai
0
12�)

1
9

5
6
0*3*�

[

穏
健
派
と
強
硬
派

―
一
九
五
六
年
末
の
政
治
論
争]

,”
R

u
b

icon
,

1
9

9
5
,

5
,

3
0

�

3
4
.o

.
を
参
照
。

(

�)

一
一
月
一
〇
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
1

3
.���e

.

(

�)

一
二
月
二
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.4

/1
7

7
.���e

.

(

�)
M

acE
ach

i,
D

o
u

g
las

J.
U

S
In

te
llig

e
n

ce
an

d
th

e
P

o
lish

C
risis

1
9

8
0

�19
8

1
(

W
ash

in
g

to
n

D
.C

.:
C

e
n

te
r

fo
r

th
e

S
tu

d
y

o
f

In
te

llig
e

n
ce

,
2

0
0

0)
,

p
.

2
0
.

一
九
八
一
年
一
一
月
に
ク
ク
リ
ン
ス
キ
は
ス
パ
イ
行
為
の
発
覚
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
逃
亡
し
た
。
逃

亡
時
点
ま
で
に
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
と
く
に
戒
厳
令
の
準
備
に
関
し
て
ク
ク
リ
ン
ス
キ
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
て
い
た
。

(

�)

カ
ー
ダ
ー
ル
・
フ
サ
ー
ク
会
談
の
記
録

(
英
語
訳)

は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
冷
戦
国
際
関
係
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
参
照
。h

ttp
://le

g
acy

.w
ilso

n
ce

n
te

r.o
rg

/v
a2

/in
d

e
x
.cfm

?to
p

ic_
id

=
1

4
0

9
&

fu
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n
=

h
o

m
e
.d

o
cu

m
e

n
t&
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n
tifie
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0
3

4
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1
4

3
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6
B

6
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7
5

C
-9

9
9

9
5

0
0

D
0

1
9

0
1

9
1

1
&

so
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ctio
n

&
ite

m
=

P
o

lan
d
%

2
0

in
%

2
0

th
e
%

2
0

C
o

ld
%

2
0

W
ar&

p
rin

t=
tru

e

(

	)

金
成
浩

｢

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
治
局
と
政
治
局
小
委
員
会

―
対
ア
フ
ガ
ン
と
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
外
交
政
策
決
定
構
造
の
比
較｣

『

ス
ラ
ブ

研
究』

第
四
五
号
、
一
九
九
八
年
、
二
七
一
頁
。

(


)

九
月
三
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
報
告
書(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

8
3

�86
.

(

�)

一
〇
月
二
九
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
議
事
録(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

1
2

3

�12
8
.

(

�)

一
〇
月
三
一
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
議
事
録(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

1
2

9

�13
1
.
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(

�)

カ
ニ
ア
の
発
言
は
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
の
首
脳
会
議
の
記
録
文
書(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

1
4

2

�

1
4

5
.

(
�)
ジ
フ
コ
フ
の
発
言
は
、ib

id
.,

p
p
.

1
4

5

�14
7
.

(

�)
カ
ー
ダ
ー
ル
の
発
言
は
、ib

id
.,

1
4

7

�

1
5

0
;

一
九
八
〇
年
一
二
月
八
日
に
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
国
際
部
が
政
治
局
に
提

出
し
た
報
告
書
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
1

5
.���e

.

(

�)

一
二
月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
1

5
.���e

.

(

�)

ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
の
発
言
は
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
の
首
脳
会
議
の
記
録
文
書(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

1
5

1

�15
4
.;

一
二
月
八
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
国
際
部
の
報
告
書
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
1

5
.���e

.

(

�)

チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
の
発
言
は
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
の
首
脳
会
議
の
記
録
文
書

(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,

p
p
.

1
5

4

�15
6
.;

一
二
月
八
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
国
際
部
の
報
告
書
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
1

5
.���e

.

(

�)

フ
サ
ー
ク
の
発
言
は
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
の
首
脳
会
議
の
記
録
文
書

(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

1
5

6

�15
8
.
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v
,
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u
lg
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d
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e
P

o
litical

C
risis

in
C

ze
ch

o
slo

v
ak

ia
(

1
9

6
8)
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d

P
o

lan
d
(

1
9

8
0

/8
1)
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B
u
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o
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W
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n
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H
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ry
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W
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w
W

ilso
n

In
te

rn
atio

n
al

C
e

n
te

r
fo

r
S

ch
o

lars.
W
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g
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n
D
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e

1
1
,

1
9

9
8
,

p
p
.

9
8

�

9
9
.

(


)

一
二
月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
1

5
.���e

.

(

�)
Ib

id
.

(

�)

カ
ー
ダ
ー
ル
・
カ
ニ
ア
会
談
の
内
容
は
、
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
国
際
部
長
ベ
レ
ツ
が
三
月
二
〇
日
に
作
成
し
た
政
治
局

へ
の
報
告
書
を
参
照
。�

����	
T

isch
le

r

��

��
D

o
k

u
m

e
n

tu
m

o
k
:

A
z

M
S

Z
M

P
��

a
���

����������
�������

1
9

8
0

�19
8

1
[

資
料：

ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機

一
九
八
〇
―
一
九
八
一]

.
In

:
�
�������

1
3

2
,

5
,

1
9

9
8
,

1
1

4
6

�11
5

5
.o

.
(

以

下
はA

z
M

S
Z

M
P
�
�

a
���

�
�
�
������

�
�
�����

と
略
記
。)

法と政治 63巻 3号 (2012年 10月)

ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機

(

一
九
八
〇
―
一
九
八
一)

597

三
三



(

�)

三
月
二
五
日
の
統
一
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録

(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

2
2

6

�23
3
.

(
�)

工
藤
幸
雄
監
修
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
資
料
セ
ン
タ
ー
訳

『

ポ
ー
ラ
ン
ド
不
屈
の

[

連
帯]』

一
九
八
三
年
、
二
五
八
頁
。(

以
下
は

『

ポ
ー

ラ
ン
ド
不
屈
の

[

連
帯]』

と
略
記
。)

(

�)
四
月
二
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
の
議
事
録

(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

2
3

9

�24
4
.

(

�)

ブ
レ
ス
ト
会
談
の
内
容
は
四
月
九
日
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
議
事
録(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

2
5

9

�26
4
.

(

�)

金
成
浩
、
前
掲
書
、
二
七
一
頁
。

(

�)

三
月
二
六
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.4

/1
7

8
����e

.

(

�)
M

ark
K

ram
e

r,
T

h
e

K
u

k
u

lin
sk

i
F

iles
a

n
d

th
e

P
olish

C
risis

of
1

9
8

0

�19
8

1
:

A
n

A
n

a
lysis

of
th

e
N

ew
ly

R
elea

sed
C

IA

D
ocu

m
en

ts
on

R
ysza

rd
K

u
k

u
lin

sk
i(

W
ash

in
g

to
n

D
.C

.:
C

o
ld

W
ar

In
te

rn
atio

n
al

H
isto

ry
P

ro
je

ct,
W

o
rk

in
g

P
ap

e
r,

N
o
.

5
9
,

2
0

0
9)

,

p
.

1
2
.

(

	)

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
の
書
簡
(

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
訳)

は
六
月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
文
書
を
参
照
。M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
2

8
.���e

.

書
簡
の
英
語
訳
は
、F

rom
S

olid
a

rity
to

M
a

rtia
l

L
a

w
,

p
p
.

2
9

4

�29
8
.

(


)

六
月
九
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
2

8
.���e

.

(

�)

六
月
一
八
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
議
事
録
、M

O
L

2
8

8
.f.4

/1
8

0
.���e

.

(

�)

ベ
レ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
に
関
し
て
は
、
六
月
二
三
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党
政
治
局
の
議
事
録
を
参
照
。M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
2

9
.

���e
.

(

)

六
月
一
〇
日
の
統
一
労
働
者
党
中
央
委
員
会
の
休
み
時
間
に
行
わ
れ
た
政
治
局
の
協
議
の
議
事
録
、F

rom
S

olid
a

rity
to

M
a

rtia
l

L
a

w
,

p
p
.

2
9

9

�30
3
;

ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
著
、
工
藤
幸
雄
監
訳

『

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
生
き
る

―
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
回
想
録』

河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
、
二
一
二
頁
。

(

�)

ム
サ
ト
フ
か
ら
カ
ー
ダ
ー
ル
に
伝
え
ら
れ
た
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
カ
ニ
ア
の
電
話
会
談
の
内
容
は
、
七
月
二
二
日
の
社
会
主
義
労
働
者
党

政
治
局
の
文
書
、M

O
L

2
8

8
.f.5

/8
3

2
.���e

.

電
話
会
談
の
内
容
の
英
語
訳
は
、F

rom
S

olid
a

rity
to

M
a

rtia
l

L
a

w
,

p
p
.

3
1

5

�31
8
.
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(

�)

ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
ク
リ
ミ
ア
会
談
の
記
録
文
書

(

英
語
訳)

、F
rom

S
olid

a
rity

to
M

a
rtia

l
L

a
w

,
p

p
.

3
4

2

�34
7
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Hungarian Foreign Policy and the Polish Crisis

(1980�1981)

OGINO Akira

The aim of this paper is to examine the characteristics of the Hungarian

foreign policy since the Hungarian Revolution of 1956. In particular, this

study is focused on how Hungary coped with the Polish crisis, 1980�1981.

����������	the First Secretary of the Hungarian Socialist Workers’

Party, expected the Polish leaders to find a way out of the difficulties by

themselves during the crisis. �����and other leaders were skeptical about

the effect of the military intervention in Poland, although they regarded

Independent Self-governing Trade Union “Solidarity” as an enemy of social-

ism. �����advised Polish leaders to restore the order by using internal

forces without the intervention from outside. �����thought that Wojciech

Jalzelski, the First Secretary of the Polish United Workers’ Party, and his

comrades had to carry out “consolidation” of the socialist system, just as he

had done after 1956. In spite of cracking down on the opposing forces, �����

started to relax its domestic control and introduce economic reform within

the frame of one-party rule in the mid-1960s.

When Jaruzelski proclaimed martial law, �����and other Hungarian lead-

ers supported him. �����and Jalzelski had “Hungarian experience” of 1956

in common after the martial law.

This paper consists of following sections :

1. Introduction

2. Polish Situation and the Soviet-bloc

3. Hungary and Polish Situation

4. Hungarian Foreign Policy and Martial Law

5. Conclusion


